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大臣官房国際課
企画係長

原田 真佑
平成28年入省（行政）

入省
係員

留学

他府省等の出向

係長級
4年目

大臣官房国際課
企画係

平井 里奈
令和3年入省（政治・国際）

P27P27

人事院留学（ハーバード大学・
カリフォルニア大学ロサンゼルス校）

吉田 欧太
平成28年入省（教養）

留学

原子力留学
（OECD/NEA）

菊地 久美子
平成21年入省（理工Ⅳ）

原子力・宇宙留学

宮城県
教職員課長

鏡味 佳奈
平成22年入省（法律）

教育委員会

外務省ユネスコ
日本政府代表部公使

平山 直子
平成6年入省（法律）

在外公館

外務省在サンフランシスコ
日本国総領事館領事

黒川 典俊
平成21年入省（理工Ⅱ）

在外公館

P34 P34 P36P35 P35

係長、専門職
幅広く実務を経験
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キャリアパス及び
出向・研修等に
ついて
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地方公共団体・国立大学法人等への出向

海外勤務（在外公館、OECD・UNESCO等）

課長補佐級 管理職員 幹部職員
9年目

研究振興局
大学研究基盤整備課資金運用企画室室長補佐

齊藤 加奈子
平成21年入省（理工Ⅳ）

研究振興局
基礎・基盤研究課長

西山 崇志
平成12年入省（資源工学）

科学技術・学術政策局長

P29 P30 P31

柿田 恭良
平成2年入省（資源工学）

デジタル庁統括官付
参事官付企画官

中川 尚志
平成12年入省（機械）

他府省等

NPO法人まちの食農教育スタッフ
（神山応援サポーター）

堂脇 義音
平成29年入省（行政）

ベンチャー企業等研修

福島県相馬市
中村第一中学校

山同 裕太
平成31年入省（経済）

学校教育等実務研修

国立大学法人九州大学
総務部総務課長

遠藤　佑
平成28年入省（数理科学・物理・地球科学）

国立大学法人等

日野市
教育長

堀川 拓郎
平成22年入省（法律）

教育委員会

P37 P38 P38P37P36

補佐、専門官
担当業務の企画・立案・調整

室長・課長
課の政策の企画・立案・調整

※下記のキャリアパス等は基本的な例であり、本人の適性・希望等により変わります。
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係長×係員インタビュー
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係長から見た
係員の良いところ、長所

　平井さんは、物事をきちんと整理して優先順
位を付けながら必要な業務に当たってくれる
ので、忙しいときでも、平井さんのお陰で係の
業務が円滑に回っていると常々感じています。
また、誰とでもうまくコミュニケーションを取る
ことができる点は私も見習いたいと思ってお
り、相談を受ける際も、どのような点で困ってい
るのかを明確に伝えてくれるので、スムーズに
対応策を検討することができます。

したい、真似したい、と思えることを毎日のよう
に発見させていただいています。

係員から見た係長の尊敬する点

　原田係長の素敵なところはたくさんあります
が、特に視野の広さや、周りへの気配りができ
る点がすごいなと感じます。何か困っているこ
とがあればすぐに声をかけて相談にのってくだ
さり、業務の進め方について相談したときは、
数ステップ先に想定されることまで見据えてア
ドバイスをくださります。隣で働きながら、吸収

部科学省の政策全体を調整するための他省庁
との連絡・調整も担っており、国際課では、様々
な国際関係業務について他省庁からの連絡を
受けるので、省内の他部局との調整を行いま
す。また、原田係長と同様、準備室の一員として
G7教育大臣会合に向けた準備に日々取り組
んでいます。

現在担当している業務の概要

【原田係長】
大臣官房国際課は、文部科学省における国際
交流や国際協力のうち、省全体としての方針を
決めたり、とりまとめを行ったりする必要があ
る業務の企画・連絡・調整を担当しています。
私は、現在は主に、令和5年のG7広島サミット
の関係閣僚会合の一つとして開催される、G7
教育大臣会合の準備を日々進めています。令
和４年11月に文部科学省内に「G7富山・金沢
教育大臣会合準備室」が設置されており、その
一員として、開催自治体やG7各国と調整しな
がらプログラムの検討等に当たっています。
【平井係員】
国際関係業務について、省の窓口としての総括
業務を担当しています。大臣官房の部局は、文

左から原田、平井
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大臣官房国際課企画係長

原田 真佑 Harada Mayu
平成28年入省（行政）

平成28年  4月
平成29年11月
平成31年  4月

令和 元年  8月
令和  3年  4月

令和  4年  4月

令和  4年  7月

文部科学省大臣官房政策課
スポーツ庁参事官（地域振興担当）付
同　参事官（地域振興担当）付
企画係長
文部科学省国際統括官付企画係長
同　初等中等教育局参事官
（高等学校担当）付
中高一貫教育支援係長
同　初等中等教育局参事官
（高等学校担当）付高校教育改革係長
現職

出勤

大臣官房国際課企画係

平井 里奈 Hirai Rina
令和3年入省（政治・国際）

令和  3年  4月
令和  4年  8月

文部科学省総合教育政策局政策課
現職

印象に残っている業務

【原田係長】
フランス・パリにあるユネスコ（国際連合教育
科学文化機関）本部やOECD（経済協力開発
機構）本部で開催された国際会議に参加した
ことです。私が初めて国際会議に参加したのは
入省４年目でしたが、国際社会の中で日本はど
のような役割を果たすことができるのか、文部
科学省の職員として自分には何ができるのか
を改めて考えさせられました。また、スポーツ
庁在任時は、「一般社団法人大学スポーツ協
会（UNIVAS）」の設立に携わりました。課題に
対応するために新しく何かを生み出すというこ
とは、行政ならではの経験だと感じています。
【平井係員】
大臣への表敬訪問のお手伝いをさせていただ
いたことがとても印象に残っています。他国の
教育担当大臣や駐日大使による訪問の際は、
二国間の協力や今後のさらなる交流について
の対談を通して、ハイレベルで政策が進んでい
く様子を間近で見ることができました。また、高
校生による訪問の際は、自分の経験や研究を
もとに、日本の教育についてどう感じているか、
今後どうあるべきかを熱く語っている高校生
たちの姿を見て、１人でも多くの子どもたちの
声を、今の仕事に反映させたいなと強く感じま
した。

受験生へのメッセージ

【原田係長】
私は就職活動のとき、どのような仕事をしたい
かということと同じくらい、どのような人と一緒
に働きたいかということを重視していました。
仕事は決して楽しいことばかりではありません
が、常に前向きな気持ちで業務に取り組むこと
ができるのは、文部科学省で共に働いている
同僚や先輩方、そして後輩たちが魅力的で、思
いやりがあって、向上心のある方ばかりだから
だと感じています。皆さんが、自分が将来働く
場所として、文部科学省を選んでくださると嬉
しいです。
【平井係員】
新型コロナウイルスの流行等もあり、先が見
通しにくく、将来を不安に感じることもあるか
と思います。是非文部科学省を訪れ、なるべく
多くの職員とのお話しを通じて、自分のやりた
いことを見つけていただければ嬉しいです。文
部科学省は、教育、科学技術、スポーツ、文化
と幅広い分野に携わることができる素敵な職
場です。皆さんと一緒に働ける日を楽しみにし
ています！

係の雰囲気はどうですか

【平井係員】
とても和やかで、常に相談しあいながら業務を

進めています。忙しいときも、同じ目標に向かっ
てチームで仕事をしていると感じることができ
るため、とても心強く、前向きに働くことができ
ています。

オンとオフの切り替えをきっちりとしたいタイプ
なので、通勤電車では携帯で動画を見たりしなが
らゆっくり過ごしています。

午前中
メールを確認した後、次の週に出席する会議の資
料作りを行います。国際関係の業務を担当してい
るので、英語で読み書きをすることも多いです。

昼休み
外でお弁当を買って自席で食べています。職場近
くの飲食店が豊富なので、毎日迷ってしまいます。

午後
外務省の会議に出席した後、Ｇ７教育大臣会合
に向けた部内での打ち合わせを行い、１つずつ準
備を進めていきます。

帰宅
デスクトップ上で作業の進捗管理をしているた
め、その日の進捗を確認し、翌日にやるべきことを
整理してから帰宅します。

ある一日の出来事

出勤
通勤中は、ニュースを見ながらその日話題になっ
ていることを確認するようにしています。ただ、気
が付いたらいつもうとうと…。

午前中
メールやスケジュールを確認しながら、その日の
業務を整理します。午後の会議や打ち合わせで必
要な資料も揃えておきます。

昼休み
自席でお弁当を食べることが多いですが、たまに
同期とランチに出かけて、美味しいレストランを開
拓するのが日々の楽しみです。

午後
G7教育大臣会合に向けた、自治体との打ち合わ
せに参加。各班の業務の進捗状況を確認しつつ、
今後やるべきことを整理します。

帰宅
本日やるべきことが終了したら帰宅します。最寄
り駅周辺の美味しそうな匂いにつられて、テイク
アウトしてお家で食べます。

ある一日の出来事
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知見・経験と様々な意見を
有機的につなげていくこと

課長補佐インタビュー
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受験生へのメッセージ

　文部科学省に入省すると１～２年で部署異
動を繰り返し経験を積んでいきます。業務の相
手方の大学・研究機関・地方公共団体等の方々
は、その分野の深い知見と長い経験を持つプロ
フェッショナルな方が多く、対等に議論できるよ
う異動のたびに一から勉強することは大変です
が、学びを続けて世界が広がっていくという知
的好奇心が刺激される職場です。
　また、短期間の異動の副次的効果として産
休・育休後の復帰がスムーズです。復帰時には
異動することがほとんどで、通常の他部署から
の異動と同様に仕事を開始します。したがって、
育児中の時間的制約や多少の仕事勘の鈍り等
の個人的な苦労はありましたが、「休業中に担
当プロジェクトから外された」等の一般に言わ
れがちな疎外感・ストレスはありませんでした。
　テレワークも広がってきました。まだまだ先
進的な企業に比べると働き方改革は途上と言
えますが、幹部も含めて新しいことを柔軟に取
り入れる姿勢の上司・先輩が多くいます。デジ
タルスキルを若手職員に教えてもらうこともよ
くあります。新しく柔軟な考え方の皆さんと相
互に刺激を受けつつ仕事を進めていきたいと
思います。

これまでのキャリアを振り返って

　総合職では１～２年で部署異動を繰り返し
ます。私の場合、係長級時代をほぼ一つの局
（科学技術・学術政策局）で過ごした点と、出向
経験が少ない点がやや珍しいキャリアと言え
ましたが、ここ3年ほどは未経験の部局や内閣
官房勤務を経験し広がりが出てきました。ま
た、課長補佐級になり、過去の業務経験がバラ
バラの点ではなく有機的につながり仕事に役
立つことを体感するようになりました。
　例えば、前職の内閣官房で配属された20人
程の部屋では文部科学省からの職員は1人で
したので、科学技術政策だけでなく教育政策
の知見も求められました。
　現在の大学ファンドの業務でも、科学技術
に関する指標の捉え方、大学における産学連
携の課題等の過去の業務経験が生きていると
感じますし、大規模な取組で関係者も多いた
め、立場によって重視する点の違いを意識して
関係者と調整する必要があり、これまでの知
見・経験が役に立っています。

現在担当している業務の概要

　我が国の大学の研究力を上げていくため、
魅力的な研究環境を持つ大学を作っていくこ
とが必要です。欧米の主要大学が数兆円規模
のファンドを形成しその運用益を活用して研
究基盤や若手研究者への投資を拡大している
ことも踏まえ、今般、国の資金を活用して10兆
円規模の大学ファンドを創設し、その運用益に
より、大学の研究基盤への長期的・安定的な
支援を行うこととしました。
　私は、この助成対象となる国際卓越研究大
学の公募や選定に関する業務と、助成の原資
となる大学ファンドの資金運用に関する業務
を担当しています。これまでの支援に加え、１校
数百億円規模に及ぶ助成という今までにない
規模の新しい取組で、大学関係者を中心に注
目度が高く、身の引き締まる思いです。人材の
集まる魅力ある研究大学を如何に作るか、大
きな理想像を描き、議論しながら、様々な既存
制度と整合するよう細部を組み立てていくとい
う観点で、知見を総動員して日々業務をしてい
ます。

研究振興局大学研究基盤整備課
資金運用企画室室長補佐
（併）研究振興局大学研究基盤整備課
大学研究力強化室室長補佐

齊藤 加奈子
Saito Kanako
平成21年入省（理工Ⅳ）

平成21年  4月
平成23年  4月
平成24年  3月

平成24年  4月

平成25年  7月

平成26年  7月

平成27年  4月

平成27年11月
平成28年  4月

平成29年  4月

平成30年  2月
平成31年  4月

令和  2年10月

令和  3年10月

令和  4年  7月

文部科学省初等中等教育局教育課程課
科学技術政策研究所企画課
文部科学省科学技術・学術政策局
政策課推進調整室
同　科学技術・学術政策局
政策課推進調整室専門職
同　科学技術・学術政策局
人材政策課専門職
同　科学技術・学術政策局
産業連携・地域支援課総括係長
同　科学技術・学術政策局
産業連携・地域支援課専門職
（育児休業）
同　科学技術・学術政策局
企画評価課専門職
同　科学技術・学術政策局
企画評価課専門官
（育児休業）
同　大臣官房総務課専門官
（命）大臣官房省改革推進・
コンプライアンス室室長補佐
同　総合教育政策局
生涯学習推進課課長補佐
同　大臣官房人事課専門官
（併）内閣官房副長官補付
現職
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研究振興局
基礎・基盤研究課長

西山 崇志
Nishiyama Takashi
平成12年入省（資源工学）

平成12年  4月
平成12年  4月
平成13年  1月
平成13年  4月
平成15年  3月
平成15年  4月

平成16年  4月
平成17年  4月
平成18年  4月

平成18年10月

平成19年  7月

平成20年  3月

平成21年  3月

平成22年  7月
平成25年  7月

平成26年  7月
平成27年  8月

平成29年  7月

平成30年10月

令和 元年  9月
令和  2年  7月

令和  4年  4月

科学技術庁長官官房秘書課
同　原子力局政策課
文部科学省研究開発局原子力課
同　研究開発局核燃料サイクル研究開発課
同　高等教育局大学課大学企画調整室
同　高等教育局大学課大学企画調整室
専門職
同　高等教育局大学振興課大学院係長
同　大臣官房総務課審議班審議第四係長
内閣府原子力安全委員会事務局
総務課安全調査官
同　原子力安全委員会事務局
規制調査課課長補佐心得
同　原子力安全委員会事務局
規制調査課課長補佐
文部科学省研究開発局
原子力計画課専門官
（原子力留学：アメリカ・カリフォルニア大学）
同　研究振興局ライフサイエンス課
課長補佐
（併）大臣官房人事課
外務省在カナダ日本国大使館一等書記官
文部科学省科学技術・学術政策局
人材政策課課長補佐
同　研究開発局開発企画課課長補佐
国立大学法人名古屋大学
学術研究・産学官連携推進本部
企画戦略グループ教授
文部科学省科学技術・学術政策局
研究開発基盤課量子研究推進室長
内閣府大臣官房
（命）国務大臣秘書官事務取扱
文部科学省高等教育局専門教育課企画官
国立大学法人東京大学経営企画部長
（命）経営企画室次長
現職

基礎科学の知的アセットを価値化する

管理職員インタビュー

重要課題に立ち向かうには、これまでの物質
的な豊かさのみを追求する資本主義の修正が
必要だと感じます。デジタル技術を高度に活用
し、インクルーシブでwell-beingの幅広い要素
が実現される社会への転換を図っていく。その
ためには、より良い未来社会に向けて、経済的
な資金（金融／投資）の流れを適切な方向へ
と変えていくことが不可欠で、公共的な価値へ
の適切な値付けと投資循環の仕組みを創って
いくことが重要です。しかしながら、欧米諸国と
比べて、日本には「公共」を担うステークホル
ダーの規模は決して大きくありません。私は、
基礎研究等など新たな価値創出の源泉である
大学を、貴重な「公共財」と捉え、社会変革の
駆動力として、その機能を強化していくべきで
はないか、と考えています。
　文部科学省は未来を創る省庁です。教育、
科学技術イノベーション、スポーツ、文化は、い
ずれも公共性が高く国の礎となるものです。皆
さんの実現したい未来社会について、文部科
学省でともに議論できれば幸いです。

受験生へのメッセージ

　皆さんは「公共」や「公益」について考えてみ
たことはあるでしょうか。
　複雑な地球規模課題の深刻化、安全保障環
境等の地政学的な急激な変化。これら近年の

　１回目は名古屋大学学術研究・産学官連携
推進本部教授・総長補佐として。当時は天野浩
教授がノーベル物理学賞を受賞された直後で
した。青色LEDの発明につながった窒化ガリウ
ム（GaN）の研究開発を、今度は省エネルギー
技術やBeyond ５G通信、紫外線活用による
環境技術等に活かすため、次世代半導体研究
開発の産学コンソーシアム拠点の創設、運営
に力を尽くしました。また、長期的で安定的な
研究を実現するための大学基金を創設し、金
融機関や産業界、篤志家へのプロモーション
活動にも関わりました。
　２回目は東京大学経営企画部長でした。職
場は東京大学の総長室のお向かい。ほぼ毎日、
総長と顔を合わせ、ともに「公共を担う新しい経
営体としての大学」について議論を重ねました。
より良い社会の実現に向けて、大学が社会変革
の駆動力になっていくための仕掛けや具体的な
実践に取り組みましたが、世界トップレベルの
研究者との議論は刺激的であり、自分のキャリ
アに大きな影響を与えたと思います。

これまでのキャリアを振り返って

　私は、大学に２度出向しました。霞が関を起
点に政策を企画するのとは全く違う面白さが
ありました。

現在担当している業務の概要

　基礎・基盤研究課は、大学・研究機関等にお
ける基礎研究の推進を担っています。“国際頭
脳循環のハブ”となる研究拠点形成を推進す
る「世界トップレベル研究拠点プログラム
（WPI）」や、自然科学系の総合研究機関である
理化学研究所の運営等を所掌していますが、
国際的な研究環境の下で卓越した研究を実
施できるよう、世界の第一線で活躍している研
究者の方 と々日々議論しています。
　世界では、カーボンニュートラルや環境資源
問題、さらには経済安全保障等、複雑な地球
規模課題への取組は待ったなしです。基礎科
学の英知を総動員して取り組まなければなり
ません。基礎研究の成果というのは、有形・無
形の知的資産です。このような知的アセットを
適切に価値化して、より良い社会の実現に向
け、社会との間で好循環を形成していくことが
ミッションです。言い換えれば「知的アセットを
マネジメントすることが私の仕事」と言っても
いいかもしれません。
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日本という素晴らしい国が輝き続けるために
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ある研究大学の重層的で優れたシステムを新
たな理想形に進化させるとともに、日本の類稀
なる科学技術・学術のポテンシャルを最大限
引き出していくことが急務です。これから本格
的に始動する10兆円大学ファンドによる国際
卓越研究大学はもとより、新たに開始する日本
の研究力の中核を担う大学の支援、大学発ス
タートアップの創出支援、戦略的な国際共同
研究の促進等を主軸として、研究力の根幹を
成す大学群の強化に取り組んでいます。将来に
わたる日本の存立と繁栄のために科学技術・イ
ノベーションの果たす役割は無限大です。この
重要な政策を担う官僚としての使命を改めて
認識し、職務に邁進しています。

日本の研究力を強くしたい

　これまで様々な施策が進められてきました
が、日本の研究力は下がっていると言われてい
ます。何をもって評価するかはさておき、芳しく
ないデータが多いのは事実です。研究力の源
泉は大学であり、人材です。令和4年は学制
150年の節目の年でした。政府と学術界が長
きにわたって築き上げてきた日本の財産でも

法」の制定には担当審議官として務めました。
全てにおいて、若き日の感動が原点であり、価
値観の基軸になっています。

今で言えば、まさに経済安全保障の確保です。
半年後には種子島で2号機の打上げに立ち会
い、空を裂くような轟音と、唸るような地響きを
体感し、重力に逆らうテクノロジーの凄さに震
えました。「科学技術って、凄いな！」。その頃か
ら私は日本という国がこの先も自立的に存在
し、繁栄していくための確固たる力を持つこと
の重要性を強く意識するようになりました。以
降、日本の科学技術政策の立案に従事する機
会に恵まれ、科学技術基本法に基づき政府が
5年毎に策定する「科学技術基本計画」の立案
には担当課長として、また、科学技術政策の進
化に対応する「科学技術・イノベーション基本

若き日に感じたこと

　平成6年2月4日午前7時20分、日本の悲願
である純国産ロケットH-2の初号機は、種子島
宇宙センターから宇宙に向けて飛び立ちまし
た。私は科学技術庁（当時）に入って4年目の
担当係長。前夜から職場に泊まり込んで、
NASDA（現JAXA）の担当者との連絡調整に
あたっていました。職場でロケットの打上げ中
継を見守り、「本当に打ち上がったんだ！」との
強烈な感動は今でも胸に残っています。米国
技術に依存した宇宙開発の時代を終え、日本
の自立的な宇宙開発の幕開けの瞬間でした。
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ある研究大学の重層的で優れたシステムを新
たな理想形に進化させるとともに、日本の類稀
なる科学技術・学術のポテンシャルを最大限
引き出していくことが急務です。これから本格
的に始動する10兆円大学ファンドによる国際
卓越研究大学はもとより、新たに開始する日本
の研究力の中核を担う大学の支援、大学発ス
タートアップの創出支援、戦略的な国際共同
研究の促進等を主軸として、研究力の根幹を
成す大学群の強化に取り組んでいます。将来に
わたる日本の存立と繁栄のために科学技術・イ
ノベーションの果たす役割は無限大です。この
重要な政策を担う官僚としての使命を改めて
認識し、職務に邁進しています。

　これまで様々な施策が進められてきました
が、日本の研究力は下がっていると言われてい
ます。何をもって評価するかはさておき、芳しく
ないデータが多いのは事実です。研究力の源
泉は大学であり、人材です。令和4年は学制
150年の節目の年でした。政府と学術界が長
きにわたって築き上げてきた日本の財産でも

科学技術・学術政策局長

柿田 恭良
Kakita Yasuyoshi
平成2年入省（資源工学）
博士（学術）

平成  2年  4月

平成  4年  7月

平成  5年  4月
平成  7年  4月
平成  8年  4月
平成  9年  7月

平成10年  3月

平成11年  4月
平成13年  6月
平成16年  7月

平成17年  7月
平成18年  9月

平成19年10月

平成20年  7月
平成23年  4月
平成25年  5月

平成27年  6月

平成28年  6月
平成29年  4月
平成30年  1月
平成30年10月
令和 元年  7月

令和  3年  1月

令和  3年  9月
令和  4年  9月

科学技術庁科学技術振興局
国際課国際交流推進室
同　原子力安全局核燃料規制課
規制第一係長
同　研究開発局宇宙開発課開発係長
同　研究開発局企画課総括係長
同　長官官房総務課企画係長
同　原子力局政策課
立地地域対策室室長補佐
同　原子力局政策課
立地地域対策室専門職
（原子力留学：アメリカ・コロンビア大学）
同　科学技術振興局研究振興課課長補佐
外務省在カナダ日本国大使館一等書記官
文部科学省科学技術・学術政策局
政策課課長補佐
同　高等教育局専門教育課企画官
内閣府大臣官房
（命）科学技術政策担当大臣秘書官
事務取扱
文部科学省研究振興局
研究環境・産業連携課新技術革新室長
同　科学技術・学術政策局計画官
同　研究振興局基盤研究課長
人事院人材局交流派遣専門員
（官民交流：株式会社日立製作所）
文部科学省科学技術・学術政策局
人材政策課長
同　研究振興局振興企画課長
同　大臣官房会計課長
同　大臣官房総務課長
同　大臣官房政策課長
内閣府大臣官房審議官
（科学技術・イノベーション担当）
国立研究開発法人
科学技術振興機構副理事
文部科学省大臣官房総括審議官
現職

受験生へのメッセージ

　世界はますます困難で、先が見通せず、不安
定な状態に向かっています。私が入省した頃
は、バブル崩壊前夜といった時期でしたが、世
間も霞が関も今と比べると古き良き時代だっ
たように思います。行政が立ち向かう仕事の複
雑さ、困難さは格段に増していると感じます。
であるからこそ、優秀な人材が不可欠であり、
その存在如何が国力に明確に直結する時代で
あると思います。文部科学省は日本の未来を
創る官庁です。若い皆さんがそれぞれの思いや
モチベーションを胸に、文部科学省で未来の
ために活躍してほしいと願っています。

科学技術・イノベーション基本法の国会審議（出典：衆議院）

休日は登山でリフレッシュ　親子で木曽駒ケ岳にて
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